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共和党の「躍進」
•議会の方は予想されていたような民主党側の大勝にはならなかった。

•下院では民主党が多数派を維持したものの、共和党は議席増。上院で
も共和党が多数派を維持する見込み

• 12月8日の段階で確定している議席数は、下院は民主党が222（10減）、
共和党が212（15増）で、1議席が未確定。上院では改選の35議席のうち、
共和党が20（１減）、民主党が13（１増）であり、来年1月5日に行われる
ジョージア州の２議席（現在2議席ともに共和党）の決選投票待ち。もとも
と共和党が強い地盤であり、最終的には2議席とも共和党が取ると、上
院全体では共和党52対民主党48（無党派２を含む）と共和党が多数派
を維持する可能性も。



•バイデン氏の「コートテール効果」は全くないに等しかった。

•下院の引退・転出にしろ、上院の改選にしろ、その対象議席は共和党
側に偏っていたことから上下両院も民主党が多数派となり民主党の統
一政府（unified government）になるだろうとする見方が強かった中で、
この結果は衝撃的

•バイデン氏にとっては「分割政府（divided government）」となると極めて
厳しい船出となる。92年（クリントン氏）、00年（G・W・ブッシュ氏。上院は
50対50だったため、副大統領分が加わることで多数派）、08年（オバマ
氏）、16年（トランプ氏）とここ30年の新政権のスタートは「統一政府」
だったことを考えると、不自由なスタートとなる。



共和党の「躍進」の理由
• コロナ禍の中、選挙運動での差:共和党側は戸別訪問を今年も徹底したのに
対し、民主党側は「ソーシャルディスタンス」を保つために、党の意見などか
ら戸別訪問をほとんどさせなかった。

•共和党側の「脅しの言葉」が強烈：「民主党なら増税、規制強化で大不況の
時代となる」「民主党なら警察予算大削減、治安の不安で大混乱」という言葉
を繰り返した。同じような言葉はトランプ氏も繰り返したが、実際に各種立法
を担当する議員選挙の方により大きな影響があったのかもしれない。

•特に「スクワッド（Squad）」と呼ばれる民主党の急進的な4人の女性議員（オ
カシオ・コルテス氏、タリーブ氏、レスリー氏、オマール氏）を引き合いに出し
て、「民主党なら社会主義」と共和党側が訴えたのは効果的だったのであろ
う。この4議員に対しては選挙後、民主党の穏健派から今回の選挙の責任論
すら出始めている。

• さらに「中道」でより広い支持層を得るために、討論会では政策についてあい
まいな言葉を続けてきたバイデン氏への求心力自身が限られていたため、
それが議会選挙に影響したという見方もあろう。



他の理由
• 個々の選挙区の事情：全米規模の流れが当てはまらないケースも少なくない。
スキャンダルや現職の地元での評判の良さ、さらには資金力の差など、様々あ
る。様々あるために全米規模の動向では説明しきれないというわけである。

• 分かりやすい例が1998年の中間選挙だった。この年はクリントン氏の不倫偽証
疑惑があり、「瀕死の民主党」などと事前に指摘されていた。しかし、結果をみ
ると、上院（改選34）では議席数は変わらず、下院では民主党が5議席伸ばした。
その理由は「個々の選挙区の事情だったのでは」と結論付けられている。

• 郵便投票のあや：ここ数回の選挙では、大統領と議会選挙の候補者を同じ政
党に投票することが圧倒的に多く、1970年代から80年代にかけて目立っていた
大統領と議会を分け、別の党の候補者に入れる「スプリットボート(split vote)」
が消滅していた。しかし、郵便投票でさらに時間を取って考えることができる。
そのため、もしかしたら「スプリットボート」が増えたのでは


